
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

講師  
 

 

●プレ･オンラインセミナーの趣旨 
子どもの虹情報研修センターでは、人材ネットワークの充実を基本理念の一つに掲げており、全国から参集

した仲間と顔を見合わせて話し合い、情報や意見を交換し、悩みや苦労を共有することが、それぞれの現場で
子どもと家庭を支援する実務者を支える大きな力となると考えています。しかし現在、新型コロナウイルスの影
響により、従来のように参集するスタイルで研修を開催することが難しくなっています。そこで、今回初めて Web
会議ツールを利用したオンラインセミナーを企画しました。皆様のご参加をお待ちしております。 

 
Web 会議ツール「Zoom」を使ったオンラインセミナーです。関心のある方はこの機会にご参加く
ださい。申込み方法の詳細は裏面の通りです。 

 

定 員︓80名 
参 加 費︓無料 
参加要件︓児童虐待対応に従事する 

保健師,助産師,看護師 
Zoom による受講ができる 
アンケートへの協力ができる 

   

（すべて満たす方） 

プレ･オンラインセミナー 

「虐待対応における母子保健の役割」 
第２弾 

鷲山 拓男 先生 
とよたまこころの診療所 

中板 育美 先生 
武蔵野大学看護学部 
 

7 月 

2020年 

10:30 ~ 14:30 
3 日 金 



 
●申し込みから実施まで 
・募集期間  
６月３日（水） ～ 6月 17日（水）  
定員を超えた場合は抽選により受講者を決定し、1機関あたりの受講者数を 1名にさせていただく場合があります。 
「2020年度 児童虐待対応母子保健関係職員指導者研修」に申し込みの方は優先して受講できます。 
1件の申し込みでの複数人の受講はご遠慮ください。  

・受講決定 
6月 18日以降に、受講の可否をメールでお知らせします。受講可能な方にはセミナーの URL とテスト配信 
用 URL、終了後アンケート URL をお知らせしますのでセミナー当日まで大切に保管ください。 

 

・テスト配信 
７月１日（水）に Zoom のテスト配信を実施いたします。当日のトラブルを防ぐため、原則として、受講され
るすべての方はご参加ください。 

 

・セミナー当日 
配信 30分前の 10時からweb会場を開いています。お早めのご参加をお願いします。 
 

●タイムテーブル 
時間 科目 講師 内容 

10:30 開会  
10:40 

 
 

11:30 

【講義１】 
対応の難しい親との支援関係  

中板育美  
武蔵野大学看護学部 

  

親との援助関係が虐待を予防する。一方で、援
助関係を築くことは難しい。虐待予防のための親支
援を阻むものは何かを理解し、家庭という安心の場
における治療的援助関係について学ぶ。  

休憩 
13:35 

 
 

14:25 

【講義２】  
母子保健の役割  
ー虐待対応の歴史と動向  

鷲山拓男  
とよたまこころの診療所 

虐待予防には、妊娠期から家族への支援が重要
である。ここでは、虐待の発生予防やハイリスク家庭
への支援における母子保健の役割について、虐待
対応の歴史と動向を中心に学ぶ。  

14:30 閉会 ・アンケート 

 
● 申込方法 

センターHP→【援助機関向けページ】→【研修受付】→【プレ・オンラインセミナー「虐待対応における母子保
健の役割」内の［詳細］】→【申込】からお申し込みください。申し込みが完了すると、登録されたメールアドレ
スに確認メールが届きます。確認メールが届かない場合は、当センターまでご連絡ください。 

 
 
 
 
 

 
 

＜お問い合せ先＞ 
子どもの虹情報研修センター 研修部 

045-871-9317      kenshu@crc-japan.net 
〒245-0062 横浜市戸塚区汲沢町 983番地   

子どもの虹情報研修センターHP 
「援助機関向けページ」へ 
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